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は じめ に
工 業化 を 進 め る た め に , 上 か ら技術者養成 の た
め の 工 学教育機関 が整備 さ れ た わ が 国 や ド イ ツ な
ど と 異 な り , 産 業革命 そ の もの が , 最 期 に わ た る
先行条件 の 成熟過程 を経 て自生的 に 遂行 さ れ た イ
ギ リ ス で は , 技 術 者 は , 技術 者養成 を目的 とす る
工 学教育機関 の 設立以前 か ら 存在 し た , ｢ 見習い
修業(pupilage)｣と 呼 ば れ る 自生的技術者養成 シ
ス テ ム に よ っ て 養成 さ れ て い た1)｡ も ち ろ ん , イ
ギ リ ス に お い て も, 19世紀後半 に は , 科 学 技術 の
発展 に 対応す る た め に 工 学教育機関 の 整備 も徐 々
に 進 み , 技 術 者養成 に お い て も, 工 学 教育機関 で
の 教 育 が 一 定 の 役 割 を 果 た す よ う に な っ て い く の
で あ る が , 工 学教育機関 の 利用者 が 直 ち に 増加 し
始 め た わ け で ほ な か っ た ｡ 例 え ば , 19世紀後半 に
族生 し た ｢赤 レ ン ガ 大 学｣ の 噂矢 で あ る Ow e n s
College (O C) で , 3 年 間 の 工 学 コ ー ス を 修了 し ,
工 学 修了証 (Certific ate of Engin e e ring) を取得
し た 学生 は , 1871年 - 18 80年 の 10年間 で 23人 ( 早
年度 で は 0 - 5人) し か い な か っ た2)｡
技 術教育政策 の 展開 と技術教育機関 の 整備 に 主
た る 関心 を向 け て き た 従来 の 研究方法 で は , 1 鮎1
年 と1867年 の 2 回 の 万国博 覧会 を推進動因 とす る
｢技術教育 の 振興｣ と , そ の 高 等科学技術教育 レ
ベ ル に お け る 現 れ と し て の 19世紀後半 の ｢赤 レ ン
ガ 大 学｣ の 族生 は押 さ え ら れ た と し て も , 何故 に
｢ 赤レ ン ガ 大学｣ の 工 学教育 の 利用者 が伸 び悩 ん
だ の か に つ い て は 説 明 で き な い o そ こ で 筆者 は ,
技術 教育政策 (- 工 学教育機関 の 供給側) だ け で
な く , 工 学 教育 の 需要側 に着目す る こ と に し た｡
工 学 教育 に 対す る需要 を規定 し た 要因 と し て 筆
者 が 注目す る の は , 技 術者専門職団体 の 動向, と
り わ け そ の 会 員資格要件 で あ る｡ 大学 で は な く ,
専 門職団体が 専門職 の 資格認定 の 権限 を と っ た イ
ギ リ ス で は, 専 門職団体 の 会員資格要件 に , 工 学
* 本稿 は, 平成11年度科学研究費助成金 (基盤研究 (C)(2))に よ る研究成果 の 一 部 で あ る｡
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教育機関等 で の 教 育資格 が ど の よ う に 位置づ け ら
れ て い た か が , 技 術 者を志望 す る者'o)工 学教育需
要 を大 き く 規定 し た の で は な い か ｡ さ ら に は , 工
学 教育機関 に 接続す る中等学校 の カ リ キ ュ ラ ム の
あ り 方 に も影響 を及 ぼ した の で は な い か ｡ こ の よ
う な 仮説 の も と , ま ず は , 技 術 者 の 専門職団体中
最 も早く設立 さ れ , 狭義 の
`
civile ngin e e r
'
, す な
わ ち 土木技術者 だ け で な く, あ ら ゆ る 分野 の 著名
な 民間技術者 (civile ngin e er) を結集 し, 諸 種 の
技術者 の 専門職団体 の 中 で い わ ば 親団体 と し て の
位置 を 占め て い た theln stitutio n of Civ l Engin e e r s
(Ⅰ.C .E .) を 取 り 上 げ, そ の 資格要件 の 変遷 を視野
に 入 れ て , 会 員 (Me mbe r), 準 会 員 (As s o ciate
M e mbe r), 学 生 会員 (Stude nt) の 教 育 ･ 訓 練 歴
の 変動 を調 べ て み る こ と に し た ｡
な お , 技術 者 の 教育 ･ 訓 練 歴 の 実態 を分析 し た
先行研究 は少 な く , 管 見 で は D.N .B. (D ictio n a ry
of Natio n al Biogr aphy) か ら拾 っ た , 1879年以前
に生 ま れ た 初期 の 技術者250名 ( 内221名 は1 850年
以 前生 ま れ) の デ ー タ と , 1957年版 の 3 つ の 技 術
者専門職団体 の 会員名簿 か ら ラ ン ダ ム に 抽 出 し た
500名 に 質問紙 を郵送 し, 回 収 で き た218名 (19世
紀 末 以 降 の 生 ま れ) の デ ー タ を 分析 し た B. A .
M cFa rla n eの 未公刊博士論文 (Lo ndo nUniv e r sity,
1961)3), the ln stitutio n of Civ l Enginee r sの 会 報
(M in ute s of Pro ce edings) に 掲載 さ れ た 会員 の 死
亡記事 (M e moir and Obitu ary) 60 7名分 (1860年
以前生 ま れ) の デ ー タ を 分 析 し た B.C .S.Ha rpe r
の 末公刊博士論文 (T he University of Melbo u r n e,
1996)4) の み で あ る ｡ こ れ ら は 大変貴重 な業績 で
あ る が , 残 念 な が ら 工 学教育機関 が整備 さ れ 始 め
た19世紀後半 か ら20世紀前半 の デ ー タ を 十 分含 ん
で い な い こ と , D .N.B . に 掲 載 さ れ た り , 死 亡記
事 と し て 取 り 上 げ ら れ る な ど の 著 名 な 技術者 へ の
偏 り が あ る こ と , サ ン プ ル 数 が 少 な い こ と , そ し
て 何 よ り も会員資格要件 と関連 づ け た 分析 が な さ
れ て い な い こ と な ど の 問題 を 持 っ て い る ｡ そ こ で
筆 者 が 着目 し た の が , 専 門職団体 の 新規 (昇格)
会 員 の 資格 審査資料 で あ る ｡ 今 回 は ロ ン ド ン の
Ⅰ.C.E .の Ar chiv e sに 保 存 さ れ て い る 資格審査 資料
を用 い た が , 1 年 分 が A 4版 で 5 - 8c mは ど の 厚
さ の あ る膨大 な 資料 で あ る｡
Ⅰ.C.E . の 会 員 資格要件 の 変遷 の 指標 と な る ,
(1) 1889年 の ｢ 学生会員志願者の 予備教育 に 関
す る 理 事会規則｣, (2) 189 7年 の 付則改正 に よ る,
学 生 会員志願者 へ の 一 般教 育 の 試験 と, 準会 員志
願者 へ の 科 学的知識 の 試験 の 導入 , (3) 1910年
の 付則改正 に よ る , 試 験 の 代 替措置 と し て の 論 文
提出 の 廃止 (な ら び に 実地訓練要件 の 整備) を前
後す る よ う に は ぼ10年間隔で 選 ん だ , 1885-6年度 ,
1895-6年度 , 1905-6年度 , 1913-4年度 (1915-6年
度 は第 1次世界大戦中 な の で 前 に ず ら し た) の 4
年分 の 資格審査資料を対象 に 分析 を進 め る こ と に
し た ｡ 本 来 な ら ば , 1885-6年度 か ら 分析 を始 め る
べ き と こ ろ で あ る が , 入 手 資料 に不備 が あ り , 本
稿 で は ま ず1895-6年度 の 資料 の 分析 を行 う ｡
本 稿 が 対象 とす る18 95-6年度 は , 1889年 の ｢学
生会員志願者 の 予備教育 に関す る理事会規則5)｣
が 適用 さ れ て い る 時 期 で , 学 生 会員志願者 は ,
(1) 英文法･ 英 作文 , (2) 数学 (算数, 代数 ,
幾 何), (3) 固体 ･ 流 体力学 の 初歩, (4) 5 群
か ら 2科目 ((むラ テ ン 語 , (塾ギ リ シ ャ 語, ③仏 ,
独 , 伊 な ど の 近代語 , ④ 論 理 学, ⑤化 学, 池質 学,
植 物 学, 他 の 物 理 科学) に お い て 十分 な 知識 が あ
る こ と を 証明す る こ と が 求 め られ た ｡ そ し て そ れ
を 証明す る た め の 3 樺類 の 教育資格 リ ス ト (資料
1参照) が添付 さ れ て い る｡ 第 1 は免除資格 で ,
大学 学位, ロ ン ド ン 大学等 の 入学資格, W hitw o rtb
奨学生資格, 第 2 は そこ で の 科 目修得資格 (Cla s s
Ce rtific ate) が 認定 さ れ る 専門教育 の 教育機関 リ
ス ト , 第 3 は認定試験団体 の 試験 リ ス ト で , 大 学
学位 の 中間試験 (入学資格試験 や 第 1年次修了資
格試験等) や中等教育修了資格試験 , 科学技芸局
試験等 が 含 ま れ , 第 2 , 第 3 の 証 明 に つ い て は 上
記 の 科目 を含ん で い る こ と が 求 め ら れ た ｡
Ⅰ . デ ー タ ベ ー ス作成方法と資料の 概要
まず , Ⅰ.C 且 の 会 報 に 掲載 さ れ て い る 会員等 の
選 出者 リ ス ト で 氏 名 と 選出年月 日 を 拾 い , 個 人別
デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ドを 作成 し た . 次 ぎに, Ⅰ.C .E.
事 務 局 長 (Sec r eta ry) か ら 理 事 (Me mbe r s of
Co u n cil) 宛に 出 さ れ て い る 会 員選 出審査 の た め
の 経 歴付き候補者 リ ス トの 189 5-96年度合本 を使 っ
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イ ギリ ス 技術者の 教育 ･ 訓 練歴の 分析 (1)
資料1 ｢学生 会員志願者の 予備教育 に関す る理事会規則(1889)｣ 教育資格リス ト
No . Ⅰ. 免 除資格 (それ 自体 が十分 な資格 とみ な さ れ る 教育資格)
Anydegr e ein Arts, orScie n ce, o r
･ Engin eering, 1n a ny Univ e rsltyin the Bi
l tish Em pir e･
Matric ulatio nin the Univ e rsity of Lo ndo n.
M atric ulation in the Engln erl ng Departm ent of Univ e r slty Colleg
.
e, Lo ndo n･
Matric ulatio nin the Ce ntr
･
al In stitutio n ofthe City a nd Guilds of Lo ndo n Technic al In stitute･
Ele ctiop a s a
"
W hitw o rth Schola r.
‖
No. ⅠⅠ. 認定 教育機関 (エ ン ジ ニ ア リ ン グ専 門職の た め の 特別 の 準備 を行 っ て い る公的教育機関)
Univ e r sity College, Lo ndo n.
K ing
■
s College . Lo ndo n,




City a nd Guilds of London Technical In stitute
(Ce ntr al ln stitutio n o rFin sbu ry College).
T he No r m al Scho olof Scie n ce a nd Royal Scho ol
of M in e s, So uth Ke n singto n.
Royal Na v al College, Gr e e nwich.
Du rha m College of Scie n ce, Ne w ca stle-o n-Tyn e.
Ow e n sCollege, M a n che ste r.
Univ e rsity College, Liv e rpo ol.
M a s o nScie n c eCollege, Bir min gha m .
Univ er slty College, Bristol.
Yo rkshir eCollege, Le e°s .
Univ er sity College, Nottingha m .
Firth College, S bef£ield.
Ha rtleyIn stitutio n, So utha mpto n.
Univ e r slty Of Gla sgo w .
No . ⅠⅠⅠ. 認定 公的試験団体 な ら び に試験
Univ er sity of Oxfo rd.
M ode r atio n s.
Respo n sio n s.
Se nio r a nd Ju nio rLo c al.
Univ er sity of Ca mbridge .
Pr e vio u sEx a min atio n.
Ⅲighe r, Se nio r a nd Ju nio rLo c al.
0Ⅹfo rd a nd Ca mbridgeScho ols
'
Ex a min atio nBo a rd.
Highe r a nd Lo w erCe rtificates.
Univ er slty Of Du rha m .
Ex a min atio nfo rCe rtific ate of Pr oficie n cy
Ex a min atio nfo rStude nts~at the end oftheir
fir st ye a r.
V icto ria Univ er sity.
Pr elimin a ry Ex a min atio n ‥
Univ er sity of Edinbu rgh.
Pr elimin a ry Ex a min atio nfo rGr adu atio nin
Scien c e.
Se nio r a nd Ju nio rLo c al.
Univ e rsity of A be rde e n.
Se nio r a nd Ju nio rLo c al.
Univ e rsity of Gla sgo w.
Se nio r a nd Ju nior･ Lo c al.
Univ er･slty Of St. Andr e w
r
s.
Se nio r a nd Ju nio rLo c al.
Univ e rsity of Edinbu rgh.
Gla sgo w a nd We st of Sc otla lld Te chnical Colleg
■
e,
Du nde eUⅢiv e r sity College.
Dublin Univ e rsity(Trinity College).
Royal College of Scie n c efo rIr ela nd.
Qu e e n
'
s Colege, Belfa st.
Qu e e n
'






Civil Engin e erl ng College, Po o n a, Bo mbay .
Civil Engin e ering College, Calcut ta .
Civil Engin e ering College, M adr a s_
Civil Engl n e ering College, Roo rkee, No rth-W est
Provin c e s.
Univ e r slty Of To r o nto .
M cGill College, M o ntre al.
King
'
s College, W inds o r, No v aScotia.
Univ e rsity of Sydn ey.
Univ e rsity of Melbo u rll e.
Univ e rsity of A delaide.
Univ e rsity of Dublin .
Ge n er al Ex a min atio n at the e nd of Se nio r
Fr e shm a nyea r.
Public Entr a n c eEx a min atio n.
Qu e en
-
s Univ e r sityin lrela nd.
Pr e vio u sEx a min atio nfo rB.A . degre e.
Entr a n ce o rM atric ulatio nEx a min atio n.
Lo cal Ex a min atio n s.
Royal Univ e r sity of lr ela Ⅲd.
M atric ulatio nEx a min atio n.
Qu ee n's Colleg･e, Belfa st.
M atric ulatio nEx a min atio n.
Qu ee n-s College, Co rk .
M atr･ic ulatio nEx a min atio n.
Qu ee n
.
s College, Galw ay .
M atric ulatio nEx a min atio n.
Inte r m ediate E du c atio n Bo a rd of lr ela nd.
Se nio r, M id dle a nd Ju nio r.
St. Da vid
'
s College , La mpete r.
Re spo n sio n sEx a min atio n.
College of Pr e cepto rs.
Ex a min atio n sfo rFir stCla s sCe rtific ate, o r
Se co nd Cla s sCe rtific ate of First o rSe co nd
D ivisio n.
T heScie n c e a nd ArtDepa rtm e nt
■
sEx a min atio n s.
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て , 先 に 作 成 し た 個人別 デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド に
デ ー タ を 記 入 し て い っ た ｡ 記 入 し た の は , 会 員 種
別 , 生年月 日 , 選 出 年齢 , 一 般 教 育 ( 学校名, 入
学 ･ 離 学 年齢 , 在 学期間 , 在 学時期), 学 生会員
の 一 般教 育認定資格 , 専 門教育 ( 有無, 学 位, 学
校 名 , 入 ･ 離 学 年齢, 在学期間 , 在学 時期), 莱
地訓練 (訓練分野, 開始 ･ 修 了 年齢, 訓 練期間 ,
訓 練時期), 主 要活動分野 , 海 外職歴 , 養 成 タ イ
プ , そ の 他 で あ る｡ 資 料 に は こ れ ら す べ て に つ い
て の 情 報 が 記載 さ れ て い た わ け で は な い が , 必 ず
あ っ た の が 生 年月 日 , ほ と ん ど に 記 載 が あ っ た の
が 専 門教育 ･ 実 地訓練 の 情報 , 技術 者 と し て の 活
動歴 で , 一 般教 育 に つ い て の 情 報 は 一 部 に し か 記
載 さ れ て い な か っ た ｡
会報 に よ る と , 1895-96年度 の 選 出者6)は, 会 員
昇格 (M T) 61名, 会 員 選出 (M E) 30名 , 準会 員
選 出 (A M) 251名 , 学 生 会員選 出 (S T) 209名 ,
会友 選 出 (A S) 11名, 計562名 で あ っ た が , 審 査
資料 で 収集 で き た デ ー タ は , M T が 61名 , M E が
29名 , A M が 250名 , S T が209名 , A S が11名, 計
560名 で あ っ た ｡ こ れ ら の 内, 外 国 人 と , 専 ら ,
オ ー ス ト ラ リ ア , ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド , カ ナ ダ , イ
ン ド等 の 自治領 ･ 植民地 で 教育 ･ 訓練 を 受 け た 者,
計54名 は 分析対象 か ら 外 し た ｡
分 析対象 と し た506名 の , 会員 種別 , 生 年別 デ ー
タ は , 表 1 に 示 す通り で あ る ｡ こ の 内, 主 要 活動
分野 を 特定 で き た309名 に つ い て み る と , 土 木 系
が195名 (63.1 %) ( 内, 鉄道土木63名, 都市 土木33
名, 鉄骨 構造物 ･ 橋 梁 8 名), 機 械系 が50名 (1 6.2
%) (内 , 鉄 道10名, 船舟白8 名 , 水道 1 名), 電 気
系15名 (4.9 %), 水道15名 (4.9 %), 鉱 山11名 (3.6
%), ガ ス 9 名 (2.9%), 教 員 5 名 , 冶 金 3 名 , 追
船 3名 , 専 門誌編集 2名, 化 学 1 名 で あ っ た ｡
Ⅱ
. 分 析結果
(1) 養成タ イ プ
教育 ･ 訓 練歴 か ら, 養 成 タ イ プ を 類型化 し て み
た ｡ 明示 し て い な い 者 も含 め , 何 らか の ( 中等)
学校教育 を受 け て い る と 考 え ら れ る の で , こ れ を
S で 表 し, 見 習 い 修 業や 徒弟訓練 (ap pre ntic e ship)
な ど の 実地訓練 を P, 実地 訓練 な し で 助手 に な っ
た 者 を As, 専 門 教育 を C, 一 般 教 養教育 と し て
の 大 学教育 を U で 表 し た ｡ さ ら に , パ ー ト タ イ
ム の 専 門教育 を/C, サ ン ド イ ッ チ 方 式 で , 実 地
訓練主体 の もの を P= C, 専門 教育機関主体 の もの
を C=P で 表 し た ｡ ま た , 学 生 会 員 で , 専 門 教育
機関 に 在学 中 の 者 は C ?で 表 し た ｡ こ れ ら を 組 み
合 わ せ て 表 現 し た 養成 タ イ プ の 基本類型 は次 の よ
う に 示す こ と が で き る｡
1) 実地訓練の み (専門教育な し)
a) S P型 (学校教育+ 実地訓練)
b) S U P型 (学校教育+ 大学教育 + 実地訓練)
c) S As型 (学校教育 + 助手)
2) 実地訓練+ 専門教育
a) S P C型 (学校教育 + 実地訓練 + 専門教育)
b) SC P型 ( 学校教育+ 専門教育 + 実地訓練)
c) S P/C型 (学校数百+ 実地訓練 + パ ー ト タ
イ ム 専 門教育)
d) S P= C型 ･ S C= P型 ( 学校教育+ サ ン ド イ ッ
チ 方式 の 教育 ･ 訓 練)
3) 専門教育の み (実地訓練な し)
表1 189 5･タ6年度選出者会員種別 ･ 生年別人数
生年 (年齢) M T M E A M S T A S計
1 835-39(56-6 1&) 0 1 2 0 0 3
1 840-44(51-5 6&) 6 2 2 0 1 EZ]
1 845-49(46-51歳) 5 3 4 0 ロ 13
1 850-54(41-46&) 1 6 7 8 0 4 35
1 855-59(36-41歳) 13 7 2 2 0 1 43
1 860-64(31-36&) 14 0 3 4 0 2 50
1865-69(26-31&) 0 0 94 0 1 95
1 870-74(2 ト26歳) 0 0 58 97 0 1 55
1 875-78(1 8-21歳) 0 0 0 101 0 10 1
合 計 54 20 224 198 10 50 6
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表2 養成タイ プ別 ･ 生年別人数
檀
刺 生 年 S P
S P/C P C






S CP C P
S CPC S As
S C




183 5-3 9 3 3
1840-4 4 10 1 0
1845-4 9EZ] 1 1 2
1850-54 16 2 1 9 1 1 1 EEl
1855-59 21 5 3
I
ll 1 1 4 2
1860-64 26 5 1 2 10 1 3 4 8
1865-69 47 4 4 5 1 2 7 2 1 3 94
1 870-71 2 6 3 1･ 2 ~1 1 9 1 2 1 2 58
合計 16 0 19 212 5 2 7(～ 5 2 5 10 298
(%) 53.7 6_4 0.7 4.0 1.7 0.7 25. 1.7 0.7 1.7 3.4
S
T
18 70-78 68 6 1 67 1 27 1 1 3 8 67 1 96
( % )34_7 3.1 0.5 3.1 3.6 0.5 13.8 0.5 0.5 1.5 4.1 34.2
a) S C型 ･ S C As型 (学校教育-十 専門教育 十 助
手)
第 2類型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て , S P C P型 ,
S C P C型 , S C P C P型 , S U C P型 , S P/C P C型 , S CP
/C型, S C P-C型 な ど が 見 ら れ た ｡
表 2 に 会 員 (M) ･ 準 会 員 (A M) 298名 と学生
会員 (S T) 196名 の 生年別養成 タ イ プ の デ ー タ を
示す｡
M , A M で は,
一 番 多 い の は , S P型 で5 3.7%, 罪
2 が S C P型 で 25.5%, 第 3 がSPC型 で 6.4 %, 第 4 が
S P/C型 で4.0 %で あ っ た ｡
S P型 の 割 合 を 生年別 に見 る と , 18 50年以前生 ま
れ で は100% に 近 い が , こ れ ら の 者 は 選 出年齢 が
遅 く (45歳以上), 同 年代 を代表 し て い る数 値 と
は 必ず しも い え な い ｡ そ れ 以 降 に 生 ま れ た 者 で 見
る と, 1850-54年が 51.6 %, 1855- 9年 が 50.0 %, 1860
-64年 が54.2%, 18 65-69年が50.0%, 18 70-71年が4 4.8
%で , 18 70年代生 ま れ に な っ て よ う や く50 % を下回 っ
て い る ｡
専 門教育 の 有無 で 2 分 す る と, 専 門教育 を受 け
て い な い 者 (そ れ ぞ れ 必要 に 応 じて 独 学 し て い る)
(S P+S U P+S As) は57.0 %(170名) で , 専 門 教育
を受 け て い る 者 は43.0%(128名) で あ っ た ｡ 1870-
71年生 ま れ で 見 る と , 専 門教育 を受 け て い な い 者
は46.6 %(2 7名), 専 門教育 を受 け て い る者 は53.4%
(31名) で , や は り 1870年代生 ま れ に な っ て よ う
や く逆転 し て い る ｡
次 に 学 生会員196名 の デ ー タ を 見 る と , 一 番 多
い の はS P型 で 34.7 % だ が, 第 2 の S C ?型 の 34.2 % に
第 3 の S C P型 の 13.8%を合算 す る と48.0 % と逆 転す
る ｡ 第 4 はS C As型 で4.1%, 第 5 はS U P型 で3.6%,
第 6 がS P C型 とS P/C型 で3.1%で あ っ た ｡
専門 教育 の 有無 で 2 分す る と, 専 門 教育 を受 け
て い な い 者 (S P+S U P+S As) は3 9.8 %(78名) で ,
専 門教育 を受 け て い る 者 は60.2%(118名) で あ っ
た ｡ 同 年 代 に はS P型 で 養成 さ れ , 一 般 教 育認定
資格 を取得 で き な い た め に 学 生会員 に 選出さ れ ず,
後 に 準 会員 に 選出 さ れ る 者 も い る と考 え ら れ る が ,
学 生 会員選出要件 に 一 般 教 育認定資格 を課 し た こ
と で , 専 門教育 を受 け て い る者 の 割 合 が , 18 70-
71年生 ま れ の 準 会員 (53.4%) と 比 べ て さ ら に 大
幅 に増加 し た こ と は 注目 に値す る ｡
(2) 中等教育歴
会員, 準 会員298名中, 中 等教 育歴 の デ ー タ が
あ る 者 は31名 で , そ の 内 , Public Scho ol (P S)
(校長会議加盟校 7)) 在学歴 の あ る者 が19名 (13校),
そ れ 以 外 の Gr a m m a rScho ol(G S) 等の 在学歴 の
あ る 者 が12名 ( 一 人 で 複 数校 に 在学 し た 場合 も あ
り , 14校) で あ っ た ｡
P Sの デ ー タ を 表3に 挙 げ た が , Clifto n College
と King
'
s College Scho ol, Lo ndo n が 4 名 , C ha r-
terho u s eScho ol と C helte nha m College が 2 名 ,
そ の 他 9 校 が 各 1名 で あ っ た ｡
学 生 会員198名中, 一 般 教育認定 資格 が あ る 者
が140名 , 資 格 が 不足 し, 教 育 ･ 訓 練 歴 の 個別審
査 で合格 し た 者 が58名 で あ っ た が , こ の 58名 に つ
い て は , 個 別 審査 の た め に か な り 詳 し い 教 育 ･ 訓
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表3 パ ブリッ ク ･ ス ク ー ル 出身者数
学 校 名
M .
A M S T 計 .
Charte rho u seScho ol 2 2
Chelte nha m Colle E e ■2 1 3
Clifton ColleEe 4 1 5
Dulwich Colle E e 1 3 4
Ea stbo u rn eCo11eE!e 1 1
Eto nColle E e 2 2
Fette sColleEe 1 1
Hailevburv Co11e旦e 1 1 2





I_D ndo n 4 4
LancinE!Co1e Ee 1 1 2
M arlboro u血 Co11eEe 2 2
M erchanI Tavlors
'
Scho ol 1 1
Replo nScbo o1 1 1 2
Ro s sall Scbo o1 1 1
Ru Ebv Scho o1 2 2
Shre w sbu ry Scho ol 1 1
Univ ersil∇ Co11. Sch. Lo ndo n 1 2 3
UD DiniZha m Scho ol 1 1
W e11inFtO nCo11eEe 1 1 2
W estmin sterScⅠ10 01 1 1
合 計 21 22 43
練歴 が 記載 さ れ て い る｡ こ の 58名中, P S在学歴 の
あ る 者 が23名 (39.7%) (22校), G S等 の 在学歴 の あ
る 者 が21名 (36.2%) (23校), 中等学校歴不明 ( 中
等教育修了書式験等 の 情報 の み) が14名 で あ っ たo
PS在 学歴 の あ る 者 の 割合 が 約 4 割 ( 不明を除
く と 5 割) と高 い こ と が 注目 さ れ , 出 身校別 ( 義
3) で は , Dulwich College が 3 名, Eton C()11eg･e,
M a rlbo r o ugh College, Rugby Scho ol, UIliv e r slty
College Scho ol, Lo ndo n が 各 2 名 , そ の 他 が 各 1
名で あ っ た ｡
こ の 58名 の 内 , 離学 年齢 の わ か る34名 の デ ー タ
を 表 4 に 示 す が , P Sで は17,1 8歳 が 21名r1718名 と
多く , G S等 で は15, 16歳 が13名中 9名 と多く な っ
て い る ｡ 全 体 で は , 学校 調査委員会 (1 868年) が
第 2級 中等学校 の 離学年齢 と し た1 6歳 よ り も 前 に
離学 し て い る者 は 3 名(8.8 %), 第 1 級中等学校 の
離学年齢 と し た18歳 の 前 に 離 学 し て い る 者 は21名
義4 中等学校種別離学年齢 (学生会員)
P S G S他 計
1 5歳 1 2 3
1 6歳 1 7 8
1 7歳 9 1 1い
1 8歳 9 3 12
1 9歳 1 1
合喜十 21 ■1 3 34
(61.8 %)で あ っ た ｡
(3) 一 般 教育認定資格 (学生会員)
1 88 9年 の ｢学生会員志願者 の 予備教育 に 関す る
理 事会規則｣ が 定 め た-一 般 教 育認定資格 ( 資料
1) を取得 し て 学生会員 に 合格 し た 者140名 の デ ー
タ を 表 5 に 示 す｡
一 番 多 い の が , M atric. , at Ce ntr al Te chnical
College (C T C) で , 28名 (20.0 %), College of
Pr ec epto r slst-cla ss Ce rtificate (6 名) と2nd-
cla ssCe rtificate (22名) の 合計 も28名で あ っ た ｡
前 者28名中, 実 際 に 入学 し た の は24名, 資 格 だ け
取得 し て ｢ 見習い 生 (pupil)｣ に な っ た の が 4 名
い た ｡
2 番目 が , M atric. Ex a m. ,Univ . of Lo ndo n(U L)
で , 15名 (10.7%), 内, 資格 だ け取得 し て 見習 い
生 に な っ た の が12名, Fin sbu ry Te chnical College
(F TC)に 進学 し た の が 2 名 , C T C に進学 し た の
が 1 名 い た ｡ 合格年齢 が わ か っ て い る者 8 名中,
1 6歳が 2 名, 17歳 が 4 名, 19歳 が 2 名で あ っ た ｡
3 番 目 が , Special Matric. Ex a m= Eng.Dept. ,
King
'
s College,Lo ndo n(K C L), Stude nt of Royal
lndia nEng . College(R IE C), B.Sc. of V icto ria Univ .
(V U)で , 各 9 名 (6.4 %)で あ っ た｡
レ ベ ル 等 も含 め , 厳密 な 線引 き は難 し い が , 資
格 を 類型化 し て み る と , (1) 中等教育修了資格
が 37名 (26.4%) ( 内, 科 学技芸 局試験 (S.A .D.
Ex a m.) を 組 み 合 わ せ た者 が 6 名 (4.3%)), (2)
大学 ･ カ レ ッ ジ入学 (在学) 資格が69名(49.3 %),
(3) 大学学位等 中間試験合格資格が 11名(7.9 %),
(4) 大学学位が 22名 (15.7%), (5) W hitw o rth
Exhibitio n e rが 1 名 で あ っ た ｡
学生会員198名中, 資格 が 不足 し, 教育 ･ 訓練歴 の
個別審査 で 合格 し た者58名に つ い て は, (1) 中等教
育修了資格試験 の 一 部 の 科目 に 合格 し た者が19名 (3
2.8%) ( 内, S .A JゝEx a m. の 併 用者 が12名), (2)
カ レ ッ ジ入学資格試験 や学位等中間試験 の 不完全合
格 (一 部の 科目 の み不合格) 者が 2 名 (3.4%), (3)
他 の 専門職団体等 の 試験利用者が 2名 (3.4%), (4)
専門教育機関修了資格取得者 2名 (3.4 %), (5) 中
等教育歴 + 専門教育歴 (履修ま た は 個別科目合格)
が16名 (27.6 %), (6) 専門教育歴が 7名 (12.1 %),
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表 5 学生 会 貝 合 格者教育 資格 種別 人 数
教 育 資 格 穂 別 人 数 備 考
Ca mbridEe Ju nio rL)G al, 5
Co1e王王e Of PreceDt()r Slst-clas sCertific ate. 6
Colle廷e Of Pre ceDtOr S2nd-clas sCertilic ale _ 2 2
Ce rlificate of Sc otch E du c alio nDeT) arlment, 4
中 等 教 育 修了 試験 資格 小計 37 2 6.4{y(I
S.A.D . EX a min ati(ーnS. (6) 4.30/,, 中 等 教育修 了資 格 試験 と組 み 合 わ せ
M atric. Ex a m, , Universlty Of Lo ndon . 1 5ptlPi1
=12, Fin sbtlry T.C . =2, Celltr al T-C- =1
合格年齢 1 6歳 =2, 1 7歳 =4, 19 歳 =2
Special Matric. Ex a m- , Eng. Dept.,
Kinf!
7
s Colege , Lo ndo n_ 9 K C L=7, UCL=1, pupil=1
Spe cial Ma1ric - Ex a m. , Eng. Dept.,
Univer sitvCollege, London . 5 UCL=4, pupil?= 1
Matric. Ex a m.
.
RoyalUniversily oflrela nd. 2 pupi1=2
M aric _ atCentral Te chnical C()1le只e. 2 8 Ce ntr al T.C. =24, I)upil=4
Stude nt of Co oper
ー
s H ill Colle廷e . 9 =Sludenlor Rova1Ⅰndia nEngin ee ring College.
Sllldenl ofRo valNav al ColleEe. 1
大 学 . カ レ ッ ジ 入 学 資 格 小 計 69 4 9.3%
Pre vi()usEx a m. of Ca mbridf!e. 5 在 学 中 =4, 中 退 し p1 Pil=1
1stEx a m. fo rB.Sc. . Univer sity (ーf Durha m. 1 中 退 し p u piⅠ
Preliminarv Ex am " V icto ria Unive rsitv. 3 yo rkshir e C()lleEe . Leeds 在 学 中 =2, pupi1=1
Pr e. Ex a m. Dip . ofGlasf!OW & W . ofScot, T. C . 1 在 学 中
FirslEX a m. in Arls､ R()VaⅠUniv . ()f Ⅰr ela nd. 1 pllpi1
学 位 等 中間 試 験 小計 EEI7.9%
B.A. of Oxford. 1
B.A. of Ca mbri dEe . 5
B.Sc . of l_ ondo nUnive rsitv. 1
B.Sc . ofVicto ria Univ er silv. 9
B.Sc. of Edinbtlrf!h Univ er sitv. 2
B.E . o土
■
Dub lin Universily_ 2
B.A. ofTrinitv ColleEe. Dublin . 1
B.Sc _
.
Univ ersitv of A delaide. i
学 位 小計 22 15 .7 %
Whitw o rth Exhibitio n er ■1 現 在 De m o nstralo r alS heflーeldTeclm ic al School.
合 計 14()
(7) 中等教育歴 の み ( 校長の 手紙 に よ る 成績証 名中128名 (43.0 %), 学生 会員196名中118名(60.2%)
明) が10名 (17.2 %) ( 内9名 はP S) で あ っ た ｡ で あ っ た ｡
会 員, 準 会 員298名 に つ い て , 生 年 別 で 専門教
(4) 専門教育歴 育 の 有無 と在学期間 (複数の 場合 は合算) を表 6
専門教育 を受 け て い る者 は, 会 員, 準会 員298 に示す｡
哀 6 生年別専門教育の 有無 と期間 (会員 ･ 準会 員)
捻数 専門教育右 PT 1 年 2 年 3*p 4年 5年 6年 不 明
18 35-39(56-61歳) 3 0
1 840-44(5 ト56歳) 10 0
1 845-49(4 6-51歳) 12 0
185 0-54(41-4 6& ) 31 14(45.2 %) 1 10 1 1 ∩
1 855-59(36-41歳) 42 20(47.6 %) 2 3 8 5 2
1 860-64(31-36&) 48 22(45.8 %) 2 4 8 3 1 4
1 865-69(26-31歳) 94 41(43.6 %) 5 3 7 1 5 6 1 4
1 870-71(25-26& ) 58 3 1(53.4 %) 2 2 14 6 5 1 1
合計 298 12 8(43.0 %) l l 5 29 4 720 2 3 ll
8.6% 3.9 % 2 2.7 % 3 6.7 % 15.6% 1.6% 2.3 % 8_6 %
備考 p Tは､ 夜間パ ー トタイ ム教育o
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専門教育 を受 け て い る割合 は, 1850-54年 - 1865-
69年生 ま れ で は4 0 %代 で 推移 し , 1870-71年生 ま
れ に な っ て 50 % を超 え , 53.4 % と なっ て い る｡
専 門教育 の 期間 は , 3年 コ ー ス が 多 い こ と を 反
映 し て 3 年 が 一 番 多 く , 36.7 %(1869年生 ま れ ま
で の 97名中 だ と41名 で 42.3 %) だ が , 1870-71年生
ま れ で は 2年 コ ー ス の 増加 の 反 映か , 2 年 が45.2
表7 専門教育機関別 ･ 生年別人数
% と, 3年 (19,4 %) の 2 倍以 上 を 占 め て い る｡ 在
学期間 が 2年 の 者の 専門教育機関 と して は , Crystal
Pala c eScho ol of Pr a ctic al Engin e e ring (C P S P E)
が 8名 で 一 番 多 く , K C L が 4名 で 続 い た｡
次 に , 専 門 教育機関別 の 人数 ( 一 人 で 複 数 の 場
合 も あ り) を 表 7 に示す ｡
専 門 教 育 機 関 名
M . A M S T
総計1 850-54 1 855- 9 18 60- 4 1 865- 9 1 870- 1 小計 1 870-78
Ca mbri dEe Univ. 1 1 5 6
KinE
'
S ColleJ=e. Lo ndo n 1 2 3 4 3 13 l l 24
Univ ersitv Colle E e. Lo ndo n 1 +1 3 4+1 7 ll+1
Royallndia nErLRin e erig Co11e2.e 7 4 2 9 5 27 9 36
Ro v al Nav al College 1 ∩
Royal Col1. of Scie n ce, Lo ndo n
(No m alScbo olofScie n c e)
1 1 1 3 3
Ro V aⅠScb()olof M in e s 1 1 1 1 4 4
Cenlr al Te clm ical Collef:e 3+1 3+1 25 2 8+1
Fin sbur vTechnic alCo1e圧e 1 2 3 4 7
Crystal P alce SchoolofP_ EnE. 1 6 5 1 2 7 1 9
M echa nie s
T
Ⅰn stilute +1 +1 +1
Univ . of
■
Durba m 1 1
Du rha m ColleEe Of Scie n c e 1+1 +1 1+2 2+I 3+3
Universitv ofVictoria 口 1
Ow e n sColleRe 1 1 ∩ 3+1 6+1 6+1 1 2+2
M u nic. Te ch. Sch.
,
M a n chester
(M a n chesterTe cbnic al Scho o1)
1 1 1 2
Univ ersilv Collef!e. Liv erpo ol 1+1 2 3+1 2 5+1
Univ ersitv Colle E e. Bristol +1 1+1 1+2 3 4+2
Bristol Tr ade a nd M in n ESch. 十1 +1 +1
Univ ersitv Colle圧e . Nottingha m 1 1 1
Yorkshir eColle ge, Leeds 3 3 ll+1 14+1
Ma so nSci. Col1.
,
Bir mingha m 1 1
S heffield Scho olof De sign 1 1 1
the Harris Ⅰn stitule, Preslo n ロ 1 1
the Chelte nba mScie n ceScho o1 1 1 1
Ho w ard & Bullo uEh Sci. T. S. +1 +~1
En 旦. Sch of Mr_ Mo ntfo rd 1 1
Ca mbor n eM inin EScho o1 +1 +1 +1
Edinbur血 Univ . 1 1 1 3 2 5
G lasEO W Univ. 3+1 1 El 1_ 8+1 2+1 10+2
Univ ersilv Colle E e. Du nde e 1 1 1 2
Heriol WattColege 1 ~1 2 3
Glas gow & W estofScot_ T_C_ 1 +1 1+1 2+1 3+2
Univ ersltyOf Dublin
(Tri mitv Collef!e. Dublin)
1 1. 4 1 1 8 2 10
Te chnic al Scho ols atDublin +1 +1 +1
Roy al Coll. of Scie nce, Ireland 1 1+1 2+1 2+1
Qu e e n
ー
s Colle E e. Belfast 1 2 3 3
Qu e en
ー
s College. Cork 2 2 2
B()n nUniv . 1 1 1
Stra ssburE Univ. ロ 1 1
SwissPolyte cbnic u m 1 1 ■1
Zurich Po1Vle cbnic u m 1 1 1
合 計 15 16+3 22+3 3 8+6 31+3 1 22+15 10 9+6. 231+21
備考 + nは ､ 夜間パ ー トタ イ ム教育の人数｡
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会員 , 準 会員 で は , RI E C が 27名 で 1 番多く ,
K C L が13名 で 続 き , C P S P E が 12名 , Gla sgo w
Univ e r sity (G U) が 9 名 , Univ er sity of Dublill
(UD)が 8名, O C が 7名, U C L(Univ e r sityCollege,
Lo ndo n) が 5 名 で あ っ た ｡
会 員, 準会員 で , 生年 別 に シ ェ ア - の 多 い 専 門教
育機関 を見 て み る と, 185 ト54年生 ま れ で は, R IE〔二
が15名中 7名 (他は 各 1名) と群 を抜 い て 1 位｡
1855- 9年生 ま れ で は , RIE C と G U が 4名 で 1 位｡
1860-64年 生 ま れ で は , U D が 4名 で 1 位 , K C L
が 3 名 で 2位 ｡ 1865-69年生 ま れ で は, 再 び RIE C
が 9 名 と 群 を 抜 い て 1 位 , 新 た に C PS P E が 6名
で 2 位 , KCL が 4名 で 3 位 ｡ 1870-71年生 ま れ で
は , RI E C と C P S P E が 5名 で 1 位 を 分 け , O C が
4名 で 2 位｡
学 生 会員 で は , 1884年 に 開校 さ れ た C T C が 25
名 で 1 番多く , Yo rkshireColleg･e, Lee°s (Y C L)
が12名 で 続 き, K C L が 11名 , R IE C が 9名, U C L,
C P S P E
, O Cが 7名 , C U(Ca mbridge Univ er sity)
が 5名 で あ っ た ｡
会 員, 準 会 員 , 学生 会員 の 総計 で は , R IE C が
36名 で 1 位 , C T C が 29名 で 2 位 , K C L が24名 で
3 位, C P S P E が19名 で 4位 , Y C L が15名 で 5 位 ,
O C が 14名 で 6 位 , U C L と G U が12名 で 7 位 で
あ っ た ｡ ま た , 1860年代前半 ま で に 生 ま れ た 者 の
中 に 大 陸諸国 の 専門教育機関 で教育 を受 け た 者 が
4 名 い る が , そ の 後 は 見 られ な い ｡
次 に , 専 門 教育機関 へ の 入 学年齢 が分 か っ て い
る155事例 (M ,A M,S T) の デ ー タ を 表 8 に 示 す ｡
こ れ は 専 門教育機関別 の 集計 で , 同 一 人 が 複 数 の
専門教育機関 で 学 ん で い る 場合 は複数回数 え て い
る o そ の た め , 個人 ベ ー ス の 場合 よ り, 年齢 の 高
い 部分 が や や 多 く 出 て い る｡
20歳 以上 (21.3%) が 約 2 割 , 高 等 教 育機 関
( 大学)の 一 般 的 な 入学年齢 で あ る18歳 と1 9歳 の
合計 (35.5%) と , そ れ よ り 低 い 16歳 と17歳 の 合
汁 (34.2 %) が ほ ぼ 同 じ で , 合 わ せ て 約 7 割 , さ
ら に 年齢 の 低 い 12歳 - 15歳 の 合 計 (9.0 %) が 約 1
割 と な っ て い る ｡ 12歳 の 1 名 は 科学技芸局管轄 の
S beffield Scho olof De sign な の で , 明 らか に 高 等
教育機関 で は な い が , 14歳 の 4名 に は, K C L(18 75
年), CPSP E(1884年), G U(1884年) が 含 ま れ
て お り , 15歳 の 9 名 に は , K C L(189 2年), F T C
(189年), Univ e rsity College, Liv e rpo ol(UC Lp)
(1885年), Univ e rsity College, Bristol(U C B)(1890
年), M a n chesterTechnic al Scho ol(M T S)(1884年),
G U(1884年, 1886年), He riotW at tCollege(H W C)
(1892年), Qu e e n-s College, Co rk(QC C)(1 885年)
が含 ま れ て い る ｡
こ れ ら の デ ー タ か ら は, G U や, 20世紀初頭 に
は 大学 に 昇格 し て い く こ れ ら の 専 門教育機関 で は ,
1880- 9 0年 代 に は ま だ 中等教育機関 と の 接続関係
が唆昧 で , 入学 年齢 に 幅 が あ っ た こ と が わ か る｡
こ れ に は 学 生 の 確保 な ど , 専 門 教育機関側 の 事情
と と も に , 後述 す る, 見 習 い 修 業等 の 実地訓練 の
入職年齢 と の 関係 で の , 学 生 側 (需要側)の 事情
もあ っ た と 考 え ら れ る ｡ 20歳 以 上 で 入学 す る者 が
比較的多 い の も実地訓練 と の 兼 ね 合 い に よ る ｡
(5) 学位取得者
学位取得者 (M ,A M,S T) 48名 の 生年別 デ ー タ
を 表 9 に 示 す ｡ 学 位 取得率 は , 1850-54年生 ま れ
が 6.5 %, 18 55-59年生 ま れ が 7.1%, 1860-64年生 ま
れ が 10.4 %, 1865-69年生 ま れ が 11.7 %, 18 70-74年
生 ま れ が1 5.5 % と徐 々 に 高く な っ て い る ｡
大学 別 で は , V U が B,Sc, 11名, M .Sc. 3 名 の 計
14名 で 1 位, C U が B.A . 9 名, M .A . 2名, Natural
Scie n c eTripo s l 名 の 計 12名 で 2 位 , Trinity
Colege, Dublin (T C D) も含め , Dublin が B.E. 8
名 , B.A . 1 名 の 計 9 名 で 3 位 で あ っ た ｡
(6) 実地訓練歴
会員 ･ 準 会員 で , 入職 年齢 が 分 か っ て い る2 72
名 と, 学 生 会員 で 入職年齢 が わ か っ て い る55名 の
表8 専門教育機関の入学年齢 (会員 ･ 準会員 ･ 学生会員)
l12歳 14歳 15歳 1 6& 17歳 18歳 1 9歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 計 l
1 4 9 23 30 26 29 13 8 5 5 2 1 55
0.6 % 2.6 % 5.8 % 14.8 % 19.4 % 1 6.8 % 1 8.7 % 8.4 % 5.2 % 3.2 % 3.2 % 1.3 %
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生年別 デ ー タ を表1 0に , 会 員 ･ 準 会 員 で , 訓練 分 位 , 18歳 が 13.6 % で 3位 , 1 5歳 が 11.0%で 4 位 , 14
野 が 分 か っ て い る262名 の デ ー タ を 表11に 示 すo 歳 が9.2 %で 5 位 , 19歳 が 8.8 %で 6位 , 20歳 が 7.4%
ま ず, 会 員 ･ 準 会員 に つ い て 見 て み る と , 入 職 で 7位 , 2 2歳 が 6.3 %で 8 位 , 21歳 が 5.1 % で 9位 で
年齢 で は , 16歳 が19.5 %で 1 位 , 17歳 が 15.1 %で 2 あっ た ｡
表9 生年別学位取得者数 (会員 ･ 準会員 ･ 学生会員)
学 位 名 1850-5 4 1 855- 9 18 60- 4 18 65- 9 l8 7(ト74 1 8 75-7 8 合計
B.A .(Oxford) 日 1 2
B.A .(Ca mbri dge) 3+2 6 9+2
M .A .(Ca mbridg e) 2 2
Natur al Scie n c eTripo s(Cantab.) 1 1
B .Sc.(I_I) ndo n) 1 1
B.Sc.(Victoria) +1 8+2 3 ll+3
M .Sc.(Victo ria) 1 2 3
B .Sc.(Du rha m) 1 1
B .Sc.(E dinbu r gh) 2 2
M .A .(Edinbu r血) +1 +1
B .Sc.(Glas g ow) 2 1 3
B.A .(Trinitv ColleRe. Dublin) +1 1 1+1
B 且(Dublin) 1 3 1 3 8
B .E.(Ro V al Univ . of Ⅰrela nd) 1 2 3
B .E.(Ou ee nーs Univ . or Ⅰrela nd) 1 1
合 計 2 3 5 ll+4 24+3 3 4 8+7
生年別M . A M . S T数 31 42 48 94 15 5 101 471
生年 別 学位 取 得 率 6.5% 7.1 % 10.4 % ll.7 % 15.5%
備考 +n は､ 同 一 人の 下位学位または B.Sc .に 追加 された B.A. , M .A .学位の 数 ｡
表1 0 生年別入職年齢




1 835-39 1 1 1 3
1 840-44 1 2 2 2 2 9
184 5-49 1 1 1 1 3 3 10
1850-54 3 3 4 4 2 2 3 1 2 24
1855-59 4 5 9 5 6 2 2 2 2 1 38
18 60-64 9 4 1() 5 5 3 3 1 1 1 1 1 44
1865-69 5 6 1 6 19 10 9 45 9 1 4 1 89
1870-71 8 1 1 6 9 5 85 3 55
合 計 1 25 3 0 53 41 3 7 24 20 14 1 7 35 2 27 2
0.4 % 9.2 % 1 1.0% 1 9.5 % 15.1 % 1 3.6 % 8. % 7.4% 5.1 % 6.3% l.1 % 1.8 % 0_7 %
S 1 870-7 8 1 1 4 17 12 10 6 2 2 55
T 1.8% 1.8 % 7.3% 30.9 % 21.8 % 1 8.2 % 10.9 % 3 .6% 3.6%
蓑1 1 訓練分野別入職年齢 (会員 ･ 準会員)
訓練分野 13歳 1 4歳 1 5歳 16歳 1 7歳 1 8歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23 歳 24歳 25歳 2 6歳 計
土木 7 1 0 22■1 8 1 1 12 113 5 1 3 1 104
鉄道 l 4 5 15 7 5 3 2 6 2 1 51
鉄 工 1 3 3 1 1 9
ガス 以■■1 ■■■■ll■l■■■■■■■■■■l 6
水道 2 1 2 3 2 1 1 12
機械 5 7 7 6 13 6 4 1 2 1 52
船舶機械 1 1 1 2 1 6
造船 1 1 1 3
電気 2 1 1 1 5
鉱 山 2 2 1 1 6
冶金 2 2 1 1 1 7
建築 1 1
合 喜十 1 25 30 53 41 37 2 4 1 812 12 2 5 ■2 2 62
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分野別 の 入職年齢 で は , 土 木 で は16, 17歳 に ,
鉄 道 で は1 6歳 に, ま た 機械 で は18歳 に そ れ ぞ れ ピ ー
ク が あ る が , ど の 分野も入職年齢 は か な り分散 し
て い る の が 分 か る ｡
仮 に , 現 在 の 大学 レ ベ ル で の 技術者養成 の よ う
に , 18歳 ま で 中等教育 を受 け , そ の 後 3 年間大学
レ ベ ル の 専 門教育機関 で 専門数百 を受 け た 後 に 実
地訓練 を開始す る と , 21歳 が 入職年齢 と な る が ,
21歳以 降 に 入職 し て い る 者 の 割 合 は15.1%で , 残
り の 84.9 % は そ れ 以前 に 人職 し て い る｡ 多 く が , 21
歳 末満 の 少年 - 青 年 期 に 入職 す る と い う 慣行 は,
表 2 で 見 た , 実地 訓練 を優先 (並行) する養成 タ
イ プ (S P型 + SP C型 十 S P C P型 十 S P/C型 + S C- P
型) の 合計 が298名中1 98名 (66.4 %) と , 専門 教育
( 大学教育)を優先す る養成 タ イ プ(S U P型 +S U C P
壁 +S C P型 十 S C P C型 +S C As型) の 合計95名 (31.9
%)の 2倍以上 を 占め て い る こ と , S CP型 で あ っ て
ち, 表 8 で 見 た よ う に , 専 門教育機関 の 入学年齢
が17歳 以 下 の 者 が155名中67名 (43.2%) で あ る こ
と , 表 6 で 見 た よ う に , 専 門 教育 を受 け た 者 の 申
で , パ ー ト タ イ ム の 者 と在学期間が 1 - 2 年 の 者
を 合 わ せ る と1 28名中45名 (35.2 %) を 占め る こ と
な ど と 関係 し て い る｡
さ ら に , 学校 調査委員会報告書 (18 68年) が第
1級中等学校 の 離学年齢 と し た18歳 よ り も前 に入
職 し て い る 者 が 55.1 % を占 め て い る こ と は , 半 数
以 上 の 者 に と っ て , 実 地訓練 と第 1級中等学校 で
の 中等教育 の 履修 が 競合関係 に あ る こ と , ま た ,
第 2 敵 中等学校 の 離学校年齢 と し た16歳 よ り も 前
に 入職 し て い る 者 が 20.6 % を占 め て い る こ と は ,
お よ そ 5 人 に 1 人 の 割合 で , 実地 訓練 と第 2級中
等学校 で の 中等教育 の 履修 が 競合関係 に あ る こ と
を 示 し て い る｡ 生年 別 で 見 る と , 18歳末満入職者
は , 18 70-71年生 ま れ で 45.5 %に , 16歳末満入職者
は , 1865-71年生 ま れ で13.2% に 下 が っ て い る o
1870-78年生 ま れ の 学 生会員 の 場合 , 一 般 教 育
認定資格 を 要求す る よ う に な っ た1889年 の ｢ 学生
会員志願者 の 予備教育 に 関す る 理 事会規則｣ が ,
中等学校 の 離学年齢 を 押 し上 げ る 方向 に 作用 し ,
入 職年齢 を も押 し上 げた と 考 え られ , 入 職 年齢が
得 ら れ た55名 ( 表10) で は , 16歳 末満 は2.3 %, 18
歳 末満 が 41.8 %で あ っ た ｡ 特 に 16歳未満 の 入職者
の 割合 が1 865-71年生 ま れ の 準 会 員 と比 べ て も大
幅 に 減少 し て い る こ と が 注目 さ れ る｡
な お , 会員 ･ 準会 員 で , 入 職年齢 が早く て 十分
な 中等教育 を受 け て い な い 事 例 は , 経済 的事情 に
よ る の で は な く , 子 ど も を 技術者 に す る た め に は
早 く か ら実地訓練 を受 け さ せ た 方 が 望 ま し い と 考
え ら れ た か ら で あ る と思 わ れ る｡ こ れ ら の 中 に は,
父 ま た は 親族 の 技術者 の 下 で 実地訓練 を受 け た 者
が 比較的多 く , 14歳 入職者25名中 7名 (28 %) 杏
占め た ｡ ま た , 当時 は 見習 い 生 と し て 実 地訓練 を
受 け さ せ て も ら う た め に は, 受 け 入 れ て く れ る 技
術者 に ｢ 謝礼金 (pr e miu m)｣を 払 う の が 一 般 的
で , そ の 額 は 3 - 5年 で300- 500 ポン ド, 年 額100
ポ ン ド ( 寄宿制パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル の 年 間経費
が約70- 160 ポン ド8), オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 の 年
間経費 が約150 ポン ド9)) に も な り , こ れ が 払 え る
経済力 が あ る 中流階絞 , そ れ も比較的上層 で な い
と 子 ど も を 正規 ル ー ト で 技 術者 にす る こ と は で き
な か っ た 10)｡ 年 収 が せ い ぜ い 70- 100 ポン ド程 度
の 熟練 工 レ ベ ル 11) で は と て も払 え る 額 で は な か っ
た の で あ る ｡
熟 練 工 徒弟 か ら , 努力 と 才能 で技術者 に 上昇す
る ケ ー ス も あ っ た と思 わ れ る が , Ⅰ.C且 の 場 合 ,
実 地 訓練 を受 け入 れ た 技術者名が 明記 さ れ て い る
技 術者徒弟 ･ 見習 い 生 の 場 合 が ば と ん ど で , 明 ら
か に 熟練 工 徒弟 か ら の 上 昇事例 と思 わ れ る も の は
は と ん ど な か っ た ｡ 断定 は で き な い が , 数 少 な い
熟 練 工 徒弟 か ら の 上 昇事例 で は な い か と 思 わ れ る
事例 1 と, 実 地訓練担当技術者名 が 明記 さ れ て い
る の で 技 術者徒弟 だ と 思 わ れ る が , 優 秀 な 熟練 工
徒弟 が こ の よ う な 上昇 ル ー ト を た ど っ て も お か し
く な い と 思 わ れ る事例 2 を挙げ て お く ｡
事 例 1 t 1844年生 ま れ の F.∫.氏 .S. で , 15歳 で
IJ O ndo n a nd No rLth-We ste r nRailw ay の Cre w e工
場 に 徒 弟 に 入 り , 20歳 ま で の 5 年 間, 旋 盤, 仕 上
げ, 組 立 , 修 理 の 各 職場 で 訓練 を受 け , 20-2 2歳
の 2 年間, 戸 外 の 運 転部門 で い く つ か の 主要 な 蒸
気機関車駅 の 職長 (fo r e m e n) を 交替 し, 22-26歳
の 4 年間, 設 計室 に配属 さ れ , 新 し い 機 械 , 蒸 気
機関 , レ ー ル の 検査 に 従事 , 27歳 で 鉄 工 会社 に 移
り , 技 師補 , 29歳 で 技師 と し て 機 械 プ ラ ン ト の 組
立 に 従事 , 33歳 で 別 の 鉄 工 会社 に移 り , 主 任技師
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と し て 機 械 プ ラ ン ト の 設 計 ･ 施行 ･ 保 守 に 従事 し,
38歳 で 準会員 , 51歳 で 会 員 に な っ て い る ｡
事 例 2 , 1 860年生 ま れ の W .D . で , 14歳 か ら21
歳 ま で の 6年 半, 会 員 の F. W ,W ebbの 下 で Lo ndo n
a nd No rth-W e ster nRailw ay の Cr e w e工 場 の 徒弟
を 勤 め , そ の 間, M ecba nics' In stittlite の 夜 間 ク
ラ ス に 通 い , 30の 試験 に 合格 し, Royal Colleg
.
e of
Scien c e, Dublin に 1年 間通 う こ と が で き る 銀 メ ダ
ル と50 ポン ド の 奨 学金 を獲得 し , 17-18歳 の 1 年
間学 ん で い る｡ 賞 も23獲得 し て い る ｡ 徒 弟年季修
了後 , 技 師事務所 に 入 り , 5年 半鉄橋 の 設計 と建
設 の 監督 に 従事 し て い る ｡ 22歳 に は鉄道建設 の 現
場技師 も勤 め , 以 後, 鉄 道 工 事 に 従事 し , 準 会 員
( 年齢不明)を経 て , 36歳 で 会員 に な っ て い る ｡
次 に , 実 地 訓練 の 訓練期間 の 分 か っ て い る274
名 (M ,A M) の 生 年別 デ ー タ を 表12 に示す ｡ 3 年
が 第 1 位 で 24.5 %, 4 年が 第 2 位 で 20.4%, 5年 が
第 3 位 で18.6%, 1年 が 第 4 位 で9.5%, 2年 が 第 5
位 で 9.1 %で あ っ た ｡ 3 年未満 の 者 は , 合計 で は22.
3%で , 生 年 別 に 見 る と , 35.7% と突 出 し て い る185
0-54年生 ま れ を 除 く と , 1855-59年 生 ま れ が1 5.8%,
1860-64年生 ま れ が18.2%, 1 86 5-6 9年生 ま れ が24.2 %,
1870-71年生 ま れ が 26.4 % と徐 々 に 増 え て き て い る｡
蓑 1 2 生年別実地訓練期間 (会員 ･ 準会員)
1年 な い し 1 年未満 の 者 に は, 3 年 間教育 を受
け た 後, 国 内 で 1 年程度 の 短期 の 実地訓練 を受 け
て イ ン ド公 共事業局 の 技師補 に派遣 さ れ るR I E C
出身者 が多く , 36名 中21名 (58.3%) を 占 め た ｡
他 に は , Qu ee n
-
s College, Co rk (QC C) な ど の ア
イ ル ラ ン ド の カ レ ッ ジ出身者 が 4 名, ワ ー ク シ ョ ッ
プ な ど で の 実 践的 な教育 ･ 訓 練 を し て い た CPS P E
出身者 が 3 名 い た ｡
最 後 に , S P型 , S U P型, S P C型, S C P型 の 4 つ
の 養 成 タ イ プ 別 の 実地訓練期間 の デ ー タ を 表13に
示 す｡ S P型 , S U P型, S P C型 で は 3年 以 上が , そ
れ ぞ れ91.7%, 80.0 %, 86.7 % と何 れ も圧倒的 に多 い
が , S C P型 で は47.3 % と, 3年 未満 の 方 が 多 く な っ
て い る ｡ こ れ は 3 年 未満39名申21名 (53.8 %) 杏
占め る R IE C出身者 に よ る と こ ろ が 大き い が , S C P
型 の 場 合 , 実地 訓練を 3年未満 に 短縮 さ れ る 傾向
が 現 れ始 め て い る と み る こ と が で き る｡
おわ りに
18 95-96年度選 出者 の デ ー タ の 分析結果 を ま と
め る と以~~Fの よ う に な る ｡
生 年 1年未満 1年 2年 3年 4年 5 年 6年 7年 8年 9年 計
1 835-39 1 2 3
1 840-44 2 3 1 1 1 8
184 5-49 1 3 2 2 1 9
1850-54 5 3 2 4 7 2 5 28
1855-59 1 3 2 川 9 5 3 4 1 38
18 60-64 4 4 8 6 1 4 2 2 3 1 44
18 65-69 1 13 8 2 8 17 1 6 4 3 ■】 91
■187 0-71 3 3 8 14 ■12 9 2 1 1 53
合 計 1 0 26 25 t)7 56 51 17 14 6 2 2 74
3.6 % 9.5% 9.1% 24.5 % 20.4 % 18.6 % 6_2 % 5,1n/(, 2ー2% 0_7 %
表13 養成タイ プ別実地訓練期間 (会員 ･ 準会員)
養成タイプ
o
1年未満 1年 2年 3年 4年 .5年 6年 7年 8年 9年 計
s p型 3 9 33 37 32 14 ll 4 1 144
2.1 % 6.3 % 22.9 % 25.7 % 22.2 % 9.7 % 7.6 % 2_8 % 0.7 %







sp c型 1 1 6 1 3 1 1 1 15
6.7 % 6.7 % 40_0 % 6_7 % 20.P % 6.7 % 6.7 ?r 6.7 ?(
s c p型 9 20 10 14 ll8 2 74
12.2 % 27.0% 1 3.5% 1 8.9 % 14.9 % 1 0.8 % 2.7 %
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イ ギ リス 技術者の 教育 ･ 訓 練歴 の 分析 (1)
1) 養成タ イ プ
会員 ･ 準会員 で は , 伝 統 的 な 見習 い 修業 に よ っ
て 養成す るS P型 が 53.7 % と な お過半数 を 占め る が ,
S C P型 (25.5 %), S P C型 (6.4%), S P/C型 (4.0 %)
な ど 専門教育を受 け て い る者 が43.0 %に ま で 増加
し て き て い る ｡ 1870-71年生 ま れ に つ い て 見 る と ,
S P型 は44.8%で , よ う や く50 % を下回 り , 専門 教育
を受 け て い る 者も 53.4 % と逆転 して い る ｡ こ の 傾
向 は , 1870-78年生 ま れ の 学 生会員 で は 一 層 顕 著
で , SP型 は34.7 %に ま で 低 下 し , S C ?型 (34.2 %)
とS C P型 (13.8 %) を 合算す る と48.0% と逆 転 , 専
門教育 を受 け た 者も60.2% と大幅 に増加 し て い る｡
学生会員選出要件 に 一 般 教育認定資格 が課 さ れ ,
専門 教育 を受 け て い る こ と が プ ラ ス に 働 く よ う に
な っ た こ と の 影響 が 大き い と 思 わ れ , 特 に S C P型
(S C ?型) の 増加 が 顕著 で あ る｡
2) 中等教育歴
見習 い 修業 を受 け さ せ て も ら う た め に は , 技 術
者 に 高額 の 謝礼金 を支払 う の が 一 般 的 で あ っ た こ
と を 反映 し て , 正 規 ル ー ト で 技術者 に な る 者 に は,
中流 階級 の 比較的上層 の 出身者 が多 か っ た と考 え
られ る｡ 中 等教育歴 に つ い て の 十 分 な 数 の デ ー タ
は な い が , 得 られ た デ ー タ で は パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー
ル 出身者 の 割合 が半数 を超 え て い た の は t 彼 ら の
出身階層 を反映 して い る も の と考 え ら れ る｡
ま た , 会 員 ･ 準 会員 の 入職年齢 の デ ー タ か ら は,
第 1 級中等学校 の 離学年齢 の 18歳 よ り も前 に入職
し て い る 者 が55.1%, 第 2 級 中等学校 の 離学年齢
の 16歳 よ り も前 に 入職 し て い る 者 が 20.6 %い る こ
と が 分 か り , そ れ ら の 者 に と っ て は 実 地訓練 と中
等教育 の 履修が競合関係 にあ る こ と が 明 ら か に な っ
た ｡ し か し, 生年 別 で 見 る と , 18歳 未満入職者 の
割合も16歳未満入職者 の 割合も低下 し て き て お り,
中等 学校 の 離学年齢 も上昇 し て き て い る も の と思
わ れ る｡
特 に , 一 般 教育認定資格 を要求す る よ う に な っ
た18 89年 の ｢ 学生会員志願者の 予備教育 に 関す る
理事会規則｣ は, 中 等学校 の 離学年齢 を押 し上 げ
る 方向 に作 用 し た と 考 え ら れ , 1870- 78年 生 ま れ
の 学 生会員 の 内, 離 学年齢 が 得 ら れ た34名 で は,
16歳未満が8.8%, 18歳 未満 が61.8 % で あっ た｡ ま た ,
入 職 年齢 が得 ら れ た5 5名 で は , 16歳 未満 が 2.3%,
18歳 末満 が 41.8 %で あ っ た ｡ 特 に16歳末満 の 入職
者 の 割合が大幅 に減少 し て い る こ と が 注目 さ れ る ｡
3) 専門教育歴
養成 タ イ プ の と こ ろ で も ふ れ た が , 専 門教育 を
受 け て い る者 の 割合 は , 1850-54年生 ま れ か ら1865
-6 9年生 ま れ ま で は40%代 で 推移 し た が , 18 70-71
年生 ま れ で は50 % を超 え て 53.4 %に , 18 70-78年生
ま れ の 学 生会員 で は , 60.2% と さ らに 大 幅 に 増加
し て い る ｡ 18 89年 の ｢学生会員志願者 の 予備教育
に 関す る理事会規則｣ は , 専 門 教育 を受 け た 者 を
増加 さ せ る 方向 に も作用 し た と 考 え ら れ る｡
専 門教育機関 の 入学年齢 の デ ー タ で は , 14歳 か
ら24歳 と10年く ら い の 幅 が あ り, 1880- 90年 代 に
は ま だ 中等教育機関 と の 接続関係 が 暖昧 で あ っ た
こ と が わ か る ｡ こ れ に は ! 学 生 の 確 保 な ど , 専門
教育機関側 の 事情 と と も に , 実地 訓練 の 入職年齢
が関係 し て い る と 思 わ れ る ｡
専 門教育 の 期間 は , 3 年 が 1 位 (36.7%) で ,
2 年 (22.7%), 4 年 (15.6 %)と 続 い た ｡
4) 学位取得者
学位取得者 は ま だ 少数 で は あ る が , 学 位 取得率
は , 18 50-54年生 ま れ が 6,5 %, 1855- 9年生 ま れ が
7.1%, 186 0-64年生 ま れ が 10.4 %, 18 65-6 9年生 ま れ
が11.7 %, 18 70-74年生 ま れ が15.5 % と徐 々 に 高 く な っ
て い る｡ ま た , S U P型 が 5名 , S U C P型 が 1 名 と ,
大学 を 専門教育機関 と し て で は な く , 一 般 教 養教
育機関 と し て 利用す る者 が い た こ と が 分 か る｡
5) 実地訓練歴
会員 ･ 準 会員 で は , 養成 タ イ プ が 多様 で あ る こ
と と 関係 し て , 入 職年齢 は13- 26歳 と か な り 幅 が
あ り , そ の ピ
ー ク は16歳 (19.5 %) で , 17歳 (15.1
%), 18歳 (13.6 %), 15歳 (ll.0 %) と 続 い た ｡ 大部
分 (84.9 %) が , 一 般 的 な 大学卒業年 齢 で あ る 21
歳 よ りも前 の 少年 - 青 年 期 に入職 し , 第 1 級中等
学校 の 離学年齢 で あ る18歳 よ りも前 に 入職す る者
が 55.1 %, 第 2 級 中等学校 の 離学年齢 で あ る16歳
よ り も前 に 入職す る者も20.6 %い た . 同時 に , 18
歳 未満 や 16歳未満 の 入職者 の 比率 は年を追 っ て 下
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が っ て き て お り , 特 に , 一 般教 育認定資格 を求 め
ら れ る よ う に な っ た 学生会員 で は , 16歳 末満 の 入
職者 の 割合 が2.3 % と大幅 に減少 し た ｡
実 地訓練 の 期間 に つ い て も, 1 年 未満 - 9 年 と
幅が あ る が , 3年 を ピ ー ク (24.5 %) に , 4年 (20.4
o/o), 5 年 (18.6%), 1 年 (9.5%), 2 年 (9.1%)と
続 い た｡ 生 年 別 に 見 る と , 3年 未満 の 者 が , 徐 々
に 増 加 し て い た ｡ 養成 タ イ プ 別 で は , S C P型 の み
が 3 年未満 の 方 が 多 く , 学 生 会員 に お け るS C P型
の 増加傾向 は訓練期間 の 短縮 に つ な が る こ と を 予
想 さ せ る｡
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9) 1876年 の オ ッ ク ス フ ォ ー ド大学 の 年 間経費 は ,
カ レ ッ ジ入 寮費が 約 5 ポ ン ド , カ レ ッ ジ授 業
料 が 約20 ポン ド , カ レ ッ ジ使 用人等 の 諸経費
が約20ポ ン ド, 部 屋 ･ 家 具料 が 約20 ポン ド ,
食 費 等 が 約80 ポン ド, こ れ に 大学 に 払 う 入学
金 や授業料 , 試験料 , 学 位 取得料等 を加 え る
と 年間150ポ ン ド を 超 え る ｡ (T he Stude nt
'
s
Ha nd bo oh to the Univ er sity a nd Colleges of
Oxfo rd, 1876, pp.1 86-99.)
1 0) フ レ ミ ン グ の 法 則 で 有名 な電気 工学者 の J.A .
Fle ming (1849-1945) は, そ の 自伝 の 中 で ,
自 分 は 機械技術者 に な り た か っ た の だ が , 父
親 に は ge ntle m e n ap pr e ntic esに 求 め ら れ る
高額 の 謝礼金 を払う経済的余裕 が な く , ま ず
ロ ン ド ン 大学 の M atric ulatio n Ex a m. を め ざ
す よ う に 言 わ れ た と 述 べ て い る ｡ 彼 は 中 流階
級 の 家庭 の 出身 で , 14歳か ら通学制 の パ ブ リ ッ
ク ･ ス ク ー ル で あ る ロ ン ド ン の Univ e r sity
College Scho ol に通 っ て い た ｡ 彼 の 事 例 ほ ,
l~fJ流階級 で も か な り 経済力 が な い と 子 ど も を
技術者 の pr e miu m pupilに す る こ と ば 困難 で
あ っ た こ と を 示 し て い る ｡
彼 が ロ ン ド ン 大 学 の M atriculatio n Ex a m.
に 合格 し た の は16歳 (186 5年) の 時 で , そ の
後 U C L に入学 し て B.Sc. を め ざ し た ｡ 2 段
階 に 分 か れ て い た B.Sc. 試 験 の 最 初 の 試験 に
2 年生 (18歳) で 合格 し た 時点 で , ア イ ル ラ
ン ドの ダ ブ リ ン の 造船会社 に 職を得 , 設 計室
で 3 , 4 ヶ 月 働く が , 船 の 設 計図 の 単 な る 複
写 ば か り で , 作 業場 で の エ ン ジ ニ ア リ ン グ の
仕 事 の 実際 を学 ぶ 機会 が 与え ら れ な か っ た た
め , 両 親 に 頼 み 込 ん で ロ ン ド ン に 戻 り , B .Sc.
取 得 を め ざ し た ｡ しか し, こ の 年 齢 で は 多少
なり と も お 金を稼ぐ こ と が 必要 で , 勤務 時間
の 短 い ( 午前10時頃 - 午 後 4 時) ロ ン ド ン の
シ テ ィ の 証 券取引所 に職 を得 , 早 朝 と 夜 の 時
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イ ギ リ ス 技術者の 教育 ･ 訓 練歴 の 分析 (1)
問 を 使 っ て 試 験 に 向 け て 家 庭 で 独学 し, 1870
年秋 に21歳 で B,Sc, 試 験 に 第 1 級合格 を遂 げ
た ｡ こ の 時 点 で , a rticled pupil を経 て , 技
術 者 に な る 道 を 断念 し , 父 の 知 人 で , 当 時
Royal College of C he mistry の 化 学教授 だ っ
た Dr. E. Fr a nkla ndの 紹介 で , 寄宿制 パ ブ リ ッ
ク ･ ス ク ー ル の Ro s s al College の 科学教師 の
職 を 得, 科 学教育 ･ 科 学研究 へ の 道 の 第 一 歩
を 踏 み 出 し た ｡ 給与 は , 宿 舎 ･ 食事 付き で 年
140ポ ン ド で あ っ た｡ (Sir A .Fle ming, M e m o ries
ofA Scie ntific Life, 1934, p p.ll-23.)
ll) 19世紀後半 の 熟練機械 工 の 賃金 は週30- 40シ
リ ン グ程 度 ( 古賀比呂志 『英国機械産業労使
関係史 下巻』 御茶 の 水書房 , 1998年 , 第 1
葺第 2節) で , 年 間52週 を フ ル に 働 い た と し
て も , 年 収 が 78- 104ポ ン ド と い う 計 算 に な
る (1 ポン ド - 20シ リ ン グ)｡
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